
■レスキューロボットコンテストの概要
　「レスキューロボットコンテスト」（略称「レスコン」）は、災害救助
を題材としたロボットコンテストであり、人材育成とともに、防災や
災害対応に関する社会啓発で科学技術の裾野を広げ、そこからレ
スキュー工学などの科学技術が将来高度に発展することを願って
毎年開催されています。参加チームは、高校生、高専生、大学生、社
会人と様々です。
　競技は地震で被災した市街地の1/6の模型である「実験フィー
ルド」内で行い、この中に要救助者を模擬したレスキューダミー（愛
称「ダミヤン」）が配置されています。また、二次災害防止のための
立ち入り制限を想定した、直接目視ができない遠隔操作が求められ
ます。参加チームは自ら製作したロボットによりダミヤンをなるべく
早くかつやさしく救出しなければなりません。
 
■レスコンの特徴
（１）他チームとの勝負ではなく、自由な発想でレスキューに挑む

自由な発想を促すため、競技規定ではロボットに関する制限は
極力少なくしています。競技では2チームが同時に行いますが、
他の多くのロボットコンテストのように相手チームとの勝敗を
競うのではなく、あくまで全参加チームの中でいかによりよい
レスキュー活動を実施するかで競い合います。

（２）「やさしさ」を測るセンサ付きレスキューダミー「ダミヤン」
要救助者へのダメージを定量的に評価するために、各種センサ
を内蔵した「ダミヤン」を導入しています。

（３）レスキュー活動を補完する「プレゼンテーション」「作戦会議」
レスキュー活動を始める前に、参加チームはまず「プレゼンテー
ション」として製作してきたロボットや救出戦略のアピールを行
い、次に「作戦会議」でヘリテレカメラ（フィールドを上空から撮
影するカメラ）を介して初めて見るフィールドの状況から、実際
の災害現場と同様に臨機応変に救助活動の計画を立てます。

（４）きめ細かな賞選考
最も権威あるレスキュー工学大賞は、「コンセプト」「技術力」

「組織力」を書類審査段階からきめ細かく評価します。必ずしも

競技ポイントが１位のチームに与えられるわけではありません。
（５）観客への配慮

科学技術の裾野を広げるため、観客への配慮を十分に行ってい
ます。プロのMCに依頼し、映像・音響にも一定のクオリティを確
保するなど、数あるロボコンの中でも特に演出にこだわってい
ます。また競技会とは別に、工作教室やロボット操縦体験、各種
展示をとりそろえた「あそぼう！まなぼう！ロボットランド」を同時
に開催しています。

■レスコンの経緯と歴史
　レスコンのアイデアは、1995年の阪神・淡路大震災を契機とす
るレスキューロボットの研究の中から生まれました。1999年にレス
コンの原形が提案されてロボフェスタの公認競技となり、プレ大会
を2000年に、第１回競技会を2001年にロボフェスタ関西の中で
実施しました。第２回以降はロボフェスタから独立し、第３回までは
大阪で、第４回以降は神戸で開催してきました（第１３回から東京で
も予選を実施）。
　レスコンは今年で第１６回目となりましたが、「レスコンを見たり、
参加したりした子ども達が大きくなった時代には、もっと災害に強い
世の中になっていなければならない」という思いを込め、私たちレ
スキューロボット実行委員会は今後も活動を続けていきます。

レスキューを題材とし、人材育成、科学技術、社会啓発の
すべての要素を兼ね備えたユニークなロボットコンテスト

レスキューロボットコンテスト
レスキューロボットコンテスト実行委員会

■「まほろ」とは
　「まほろ」は、バイオ産業用汎用ヒト型ロボット（＝ラボドロイド）で
す。バイオメディカル分野の各種実験機器（マイクロチューブ、マイ
クロピペット、遠心分離機等）を、ヒトと同じ二本の腕（双腕）を有す
るロボットが、熟練の作業者のスキルを再現しながら巧みに操作し、
試薬分注・撹拌・遠心分離・上清廃棄・移液等の作業を、予め定めら
れた実験手順（プロトコル）に従って進めていきます。
　「まほろ」は、7軸の腕を左右に1つずつと、腰旋回1軸の計15軸
を有します。ロボットの周りを囲むテーブル上には、人が使っている
ものと同じ、一般的な研究室で使われている実験機器が配置され
ており、まほろは7軸双腕の高い自由度を駆使して、マイクロチュー
ブ蓋開け・マイクロピペット分注操作・遠心分離機からのチューブ取
出し等の作業を行います。
　「まほろ」の操作は、PC画面で容易に行えるようになっており、ロ
ボットに不慣れなユーザであってもドラッグ＆ドロップ操作で簡単に
実験プロトコルを組み、「まほろ」を動かすことができます。今後は、
作成したプロトコルと実験結果をクラウドサーバにアップロードし、
複数ユーザで共有するサービスも導入予定です。

■「まほろ」の社会的ニーズ
　現在、製薬企業等のバイオメディカル分野では、創薬等の研究に
莫大なコストと時間がかかることが問題となっています。これは、技
術と経験が暗黙知として実験者個人に囲い込まれており実験の再
現性が低く、研究生産性が低いことが要因のひとつです。これに対
し「まほろ」を導入することで、実験の再現性が飛躍的に高まるた
め、これまで何度も繰り返し検証していた実験回数を最小に抑える
ことができます。また、プロトコルの共有化によって複数拠点での同
時検証が可能になり、実験に必要な期間とコストを削減できます。
さらに、まほろが自動的に作業ログ（エビデンス）を書き出すため、
捏造抑止に効果を発揮します。

■ユーザ視点での有用性
　「まほろ」の導入により、研究者・実験者は日々の煩雑で深夜に及
ぶ実験作業から解放され、立案・分析・解釈・表現など、本来人がや
るべきクリエイティブな仕事に専念できるようになります。さらに、
まほろを一極集中させたセンターを置き、ユーザである製薬企業と
クラウドネットワークで接続すれば、ユーザは自ら実験用インフラを
管理することなく、実験したいプロトコルを送信するだけでセン
ターでの「まほろ」による実験が遂行され、結果データのみ受け取る
ことができるようになります。これは研究現場のフラット化＝水平型
分業をもたらすとともに、自宅に居ながらにして研究に参加できる
＝在宅研究を促進し、少子化・人材不足の問題解決に寄与するとと
もに、だれでもユーザとして研究に参加できるオープンイノベー
ションの環境が可能になります。

人間とロボットの協働によって、研究の生産性向上と
高度化を実現する -創薬のコストを1/10に-
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阪神・淡路大震災を契機に始まったレスコンの歴史

〒135-0064 東京都江東区青海2-4-7
　産総研臨海副都心センター別館6階
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